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（総務課広報係）

電話（代）6－3600

　

夜間6―3601

印刷松浦印刷所

12月の人口の動き

出生男25女24計49死亡〃17〃204・57

転入・・135川81り16転出川57列52り09

　

世帯数9．566

　

人口44．893男21．477女23．416

新春を迎え

謹んでお喜び申し上げます

　　

市長森広治兵衛

　

ことしも皆さまと共に手を握り、大

野市躍進のため、基幹産業の育成、市

民だれもが使用できる公共施設の整備

に全力を尽します。

　

市政推進に当っては、皆さまの意志

を尊車すると共に財源の確保、社会情

勢に応じた総合的な諸施策を積極的に

おし進めたいと思います。

　

この意味において、皆さまの絶大な

ご協力と建設的なご意見を切にお願い

いたします。

　

市議会議長土屋栄

　

明けましておめでとうございます。

皆さまのご支援をえて、市民生活の向

上安定と福利増進のため、議会の立場

において、全力をあげてまい進したい

と念願いたします。

　

どうぞ強いご支援ご協力をお願いし

ます。
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40年後には7億円

　　

市有林の増費見込み

　

市は39年に唯野の20加をはじめ蕨生、

上荒井など4か所で分収造林35．3仙の植

林を終わりました。これで市が植林した

画積は＼92haになり、40年後には約7億円

の市有財産を生むことになります。

　

かりに計算しますと、植林してから40

年後には1加当たり1千700本が成林し、

1本当たり1．5石、石当たり単価を2千円

としても510万円、植林面積の大半が4分

6分の分収造林ですから市へは6分の収入

金が入り、】加当たり356万円、総面積が

＼92haですから6億8千352万円ということ

になります。

　

市では、こうした分収造林を毎年20～

50加実施していく予定です。

　

一番下から国道へ

　　

都市計画道路工事が完成

　

市合併以来の懸案であつた都巾計画街

路、一番下から困道福井一松本線に通ず

る新設工事がこのほど完成しました。

　

この街路新設工事は県が事業費約2千

170万円で、37年と58年にかけて用地の

買収を終り、昨年よ延長159尻、幅Iーg

のアスファルト舗装道路として完成した

ものです。

　

4万5千円と8俵半

　　

北海道冷害見舞い

　

ご引勿がほと人．ど無収穫にちかい冷害

を受けた気の轟な北海道の人たちにと、

見舞い金をお寄せくださった方に心から

お礼申し上げます。これまでにお寄せく

ださつだ見舞い金は4万5千518円とお米

510キロ（8依2斗）。これらは12月24日、

日本赤十字社を通じ北海道へ送りました

　

愛の手をさしのべられた方はつぎの皆

さん。

　

大野高校－2年白崎ホーム一同、

生徒会無人販売会、

農業科1年育っ会一同、

　

尚徳中学校生徒会、日通大野支店、田

　

中九平治、上庄中学佼生徒会、清滝チ

　

ーム、上庄小学校児童会、黒瀬工場従

　

業貝一同、乾側小中学校生徒児童会、

　

下庄中学佼生徒会米180硲

（
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通
り
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住居表示条例を可決
71回定例市議会

　

71回定例市議会は12月7日から16日間

問かれ、59年度補正予算7議案をはじめ

9月議会で継続審議となっていた住居表

示に関する議案など、19議案がいずれも

原案通り採択されました。おもな議案は

っぎのとおりです。

　

一般会計補正予算補正総額

　　

1千484万4千円

　

補正されたおもなものは、8月の人事

院勧告による入伴費1＝F30万7丁円、工業

高校の敷地借料75万6千円、特別安は会

の費用10亙8千円、蕨生菌の子谷林道問

設費51万5千円、土打の学校踏み切りの

新設費42万8千円、国休準備委は会の費

用20万円、談業近代化資金の利子補給20

万円、土庄地区土地改良調死没計費85万

円、2月に行なう農林水産統計の賞用10

万8千円、打波川災害復旧七成式、越美

北線延長起工式などの負担金25万円など

です。

　

住居表示に関する条例の制定

　

新しい仕川表示の方法は街区方式で、

辺。路や河川、水路、鉄道などを境に行な

うことと、住居表示事業を行なうのに必

要なことを条例で定めました。

　

住居表示審議会条例

　

新しい町名や地番を合理的に定めるた

めの審議機関で、街区割をどのようにす

るか、町名をどうっけるか、地番をどう決

めるかなど住居表示の具体的なことを審

議されます。

　

審議委員には、関係住民の代表、学識

糾験者、法務川、警察、郵便局など行政

機関の長または職只、議会の議只、その

他公共的目1体の役員など30名で組織され

ます。

　

議員の報酬、費用弁償に関する条例

　

の一部改正

　

議貝の期末手当を、6月に支給する分

は報酬月額の1か月分を1．1か月分に、12

月支給は2か月分を2．！か月分に、それぞ

れ改めました。

　

一般職の職員の給与に関する条例の

　　

一部改正

　

8月12日の人事院勧告に伴って、市職

員の給与、期末勤勉、宿日直、通勤手当

てなどを国家公務はに準じて改めました

　

特別職の職員で非常勤のものの報酬、

　

費用弁償に関する条例の一部改正

　

住民表示審議会と特別職の報酬等審議

会が設置されたので、これら蔀成委はを

特別職に加えられました。

　

専決処分の報告

　

緊急に開設が必要であった1打立へき地

保育所（荒島保育所）の設置条例と、これ

に伴なう予算42万円を専決したものです

　

財産の処分について

　

旧庁舎書巾（木造2階建て延べ82．5771）

を神明上と神明中の共同集会場に往回で

売ることになりました。

　

食肉処理場調査委員会の設置

　

食肉処理場に関する事務、経過などを

議会の立場で調査することになり、特別

友貝会がっくられました。

　

字区域の変更

　

上地改良事業によって、上占の字区域

が一部変更になります。

　

38年度決算の認定は経続審議

同議案は7名の決算委はによって慎皿に

暮査されることになりました。一般公計

の歳入金額は7億3千522万864円、歳出合

額は7億3千310万1千335円で、21】万9干

529円か39年度へ繰り越されています。

　

基本選挙人名簿が確定

　　　

有権者は2万7千671人

　

6月の参議は選唯をはじめ、ことし1年

間使用される坊本選挙人名簿は、さる9

月15日現在でっくられ、15日間の縦覧期

間を経て12月20日に確定しました。

　

名簿に登録された有権者数は、2万7千

671人で、昨年に比べて297入ふえていま

す。なお、これまで第6投票区に属して

いた矢が第7投票区に編入されました。

投票区別の有権者数はっぎのとおりです

　

1有西小3千〇652浄勝寺L千715

　

5有南小2千9534円徳’か3千312

　

5小山小1＝F1556乾側小773

　

7下座公民館2丁・2248庄林川女638

　

9中保分校83810上庄小1千809

11若生子小18212宝唆古小100

13木本分校653l4五条方分校544

15吉分校53316五簡公民館128

17下打波小13718上打波小191

19和光園62420阪谷公民館1干044

21松丸分校64622Λ呂師小540

23富田小1千83324蕨生小666

25森日小57526嵐分校31

27城東会館1干164

　　

消火栓と防火水そう

　

西校前など13か所に増新設

　

市は水利の不便な所10か所に、打ち込

み消火栓（せん）と3か所に防火水そうを

増新設しました。

　

この消火栓は、市街地など家屋が密果

していて防火川水がとくに不足している

中津川市営住宅、中荒井踏み切り、下庄

小学校、西校。警察、義景、神栄織物、

丸μ織物、西谷物産、熊野神社付近。水

そうは上若生子、大矢戸、鍬掛などです

こうした消火栓は市内に29か所あり、標

識が立っています。消火栓がいっでも使

用できるよう、積雪期には除雪をするな

ど付近の方々のご協力をお願いします。

　　

（西校前消火栓の放水試験）

　　

上舌に子供遊園地

　

区民の本仕によつて13αの子供遊園地

がこのほど上舌にできました。これは同

部落に適当な遊び場がなく、子供が道路

など危険な所で遊ぶことが多いので、安

全な遊び場を造ろうと部落共有地（雑地）

を区民の奉仕で整地したものです。

　

同部落では、轟に区費と篤志の寄附を

募って、鉄棒やぶらんこなど遊園施設を

充実していく計画だそうです。
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佐開橋が永久橋に

　　

4千300万円で完成

　

県逆五条方一西屋勝山線の貞名川にか

かる佐開橋を永久僑に掛け蒔える工事が

このほど完成しました。

　

同僑は、これまでのつり僑が38年の大

冑で親ワイヤが切れ、通行が危険になつ

だので、県が災害回目と橋の改良工事と

関連して約4千3CO万円をかけて延長105

別、幅5．5nのビーエスコンクリート僑

に掛け替えたものです。

　

これは、災害関日工小では原形復旧が

玉体なので、これを機会に激増する交通

址に合うよう孔矢僑にしでほしいと関係

方面へ強力に要望していたものです。

　　

（おめみえした佐開橋）

　　

大月橋も完成

　

市道内人月‐小火山線（中津田から

叫大月に至る）の赤炭田にかかる｜’I｛大川

砥の掛け阿元工小がこのほど守成しまし

た。

　

この僑は、これまでの本橋が占くなつ

だのと、唆重なる水害で傾き危険なため

に、工費129万円で延長25．D7し、頓知乙の

鉄筋コンクリート僑にしたものです。

　

必らず一時停車

　

「踏み切り」は生死の境

　

昨年中の市内の踏み切り事故は16件以

上で、3人の重傷者を出していますっお

もな原円は、踏み切りでの追い越しやす

れ違いの際に車輪が踏み切り板からはず

れたところへ、進行中の電車や気動車が

ぶつかつだものです。

　

とくに危険な踏み切りは京1貼七鉄国道

上中野踏み切り、市道下中野踏み切り、

県道中荒井踏み切りと国鉄新栄踏み切り

七間踏み切りです。

　

そこで運転昔はつぎのことを守つでj

故を起こさないようにご注意くださトつ

イ踏み切りの直前では、一時停止して／1ミ

　

右の安全を確かめること。

、雲踏み切りでは追い越しや無理な行き違

　

いは絶対しないこと。

③車両には必ず発煙に号筒を㈲見つけて

　

おき、踏み切りで脱輪またはエンス1ヽ

　

したときは落ちついて、発煙仁号筒で

　

進行してくる電車、気動車に知らせる

　

とともに付近の人に協力を求めること

　

万一発煙仁i号筒のないときは、自分の

　

衣類にガソリンをかけ、これに火をつ

　

けるなどして、夜でも電服、気動車に

　

わかるようにすること。

　　　　　　　　　

（大野警察署）

「ちょっとおじゃまを」

　

ハチュウ類という奴は、どうも格好

が怪奇で財の人々に好かれませんね。

ワニ、トカゲ、イモリ、それにことし

の゛エhである巳（ミ）すなわち蛇（

ヘビ）、いずれをとつてみても゛アラ

／かわいらしいわlなどとは義理に

もいえたシロモノではないです

な。とくにドグロを荏いて、刄

をヘ□ヘ□とやる蛇は身の七が

よだちます。ご婦人辿はこれを

見ると、この匿のものと思えぬヒメイ

をあげなさる。蛇がいっていましたよ

　

゛あのヒメイには、こっちの方がびっ

　

くりして腰を抜かす1つて。

　

しかし、この蛇が、女性と浅からぬ

囚縁を持つているからおもしろいです

ね。よく蛇の化身である女が、人間と

絣婚し、生活を営んだとか、あるいは

ご存知、安珍消姫物語りでは姫が蛇に

変身するといつたあんばい。また蛇の

皮で作つだハンドバックなどは、もつ

ぱら女性の愛用するところ。それに蛇

は執念深いといわれますね。女性も…・

・…いやこれは関係ありません（ヒヤリ

としました）。

　

だが考えてみますと、執念深いとい

うことは、鯛性がある、ということに

通じますな。蛇は冷静なり

つ。まだ蛇はヽ」‘にして人をの

む1などのバ柴があるように、

大胆さもある。

　

口本人はよぐ熱しやすくさ

めやすい゛といわれますが、この1％5

年、冷静なるリ

　

jをしで根性1を持ち、人生の難路

もウルトラCを発揮して乗り越えよう

じやありませんか。アリヤ、そろそろ

紙面も尽きてきたようです。あまり長

い間、クダを巻いてチヤきらわれます

から、このへんでチョン。

　

ご多幸を祈ります。

歩活メ奄
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除雪専用車を購入

　

市は積雪期に備えて、除雪専用のスノ

ーローザ（ショベル）を355万円で買いま

した。これは、市街地で大型のブルで除

雪ができない一番、二番、三番上、四番

春日通りなど、建設省の指定6路線の除

雪を強化するために、積雪寒冷地域建設

機械整備事業として、国から3分の2の補

助をもらって買つだものです。

　　

（おめみえしたスノーローザ）

　

3千人を越す

民宿予約のスキーヤー

　

スキーシーズンを前に奥越の各スキー

場では、早くも【】2月15日現在）京阪神

方面から年末年始の連休をめがけて3千

200人余りの民宿予約があり、地元では

受け入れ準備に活気づいています。

市では、さる11月から大阪、京都を中心

にポスターやスキーパンフレットなどを

配ってスキー客の誘致にのりだす一方、

地元ではスキー場や施設整備に余念がな

く、婦人たちも料理講習会を開いて腕を

磨くなど、お客の受け入れ態勢はすっか

り終り、あとは雪を待つばかりになって

います。

　

（婦人たちの料理講習）

　

保育所の入所申し込み

　　

2月5日までに福祉事務所へ

　

市立保育所（大野、義景、春日の3か

所）では人所児を募集しています。入

所を希望される父兄の方は、2月5日ま

でに福祉事務所へ申し込んでください。

　

なお引き続いて入所希望の方は、実態

調査のうえ決定します。

△入所できる基準

イ、母親が昼間居宅外で労働し、他に子

　

供の面倒をみるものがない。

ロ、両親が昼間川・宅内で子出ミと離れて家

　

業に従事し、了供の面倒をみるものが

　

ない。

ハ、母親がいない家庭で、子供の面倒を

　

みるものがない。

ニ、家庭に長期にわたる病人があって、

　

は親が看病のため子供の面倒をみられ

　

ない。

ホ、母親が病気または身心に障害がある

　

ため子供の保育ができない。

△保育時間午前8時から午後4時まで

△保育料金

　

保護者および家族の所得状態によって

　

違います。ただし生活保護世帯と市税

　

を収めていない世帯は無料。

　

おとなになる感想文

　　

ことしの成人者から募る

　

市の成人式はことしも例年のとおり3

月に行な5ことになりました。

　

教育委員会では成人式を迎えるに当た

って成人者の感想文を募集しています。

ことし成ノぐを迎える昭和20年生まれの方

は階って応似してください。

　

（募集方法）

題名「成人を迎えて」

内容

　

④おとなの仲間入りずる決意

　

○私は将米こんな人になりたい

　

○現代社会に．対してこう思う

応偉資格昭和20年生まれの人で市内に

　

加住している方

原稿400字詰め原稿川紙5枚以内

締め切り2月末日

捉出先市教育委貝会社会教育課

入選発表3月の成人式場で行ない、人

　

選者には記念品を贈呈します

　

希望者を募っています

　

市営住宅の補充入居

　

市営住宅に人いに｀希望の方は、住宅補

充人、居申し込みを市の建設課へ出してく

ださい。これは現在下舌、中津川、新在

家など9か所にある巾営住宅に入居（151

川丿帯）しているものが立ち退いた場合、

補充入居申し込み者のうちから抽せん、

または選考によつて入叫者を定めること

になつています。

　

なお詳しいことは市住設課でお球ねく

ださい。

J臥見哭馬

▼
新
年
元
日
は
何
と
い
っ

て
も
町
や
村
の
氏
神
さ
ま

に
お
参
り
す
る
の
が
一
番

い
い
も
の
だ
。
除
夜
の
鈍

か
聞
い
て
、
す
ぐ
顔
か
洗

い
神
枕
へ
お
参
り
す
る
人
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
石
。

そ
八
二
こ
と
し
こ
そ
」
I
将
い
を
た
て
ろ
姿
は
、

こ
の
巾
七
一
番
4
く
美
し
い
も
の
と
思
う
。
去
年
の

ボ
、
不
幸
に
つ
け
「
こ
と
し
こ
そ
」
I
祈
る
ｙ
こ
ろ

に
い
か
に
も
人
間
ら
し
い
姿
が
あ
る
。
し
か
も
モ
れ

が
遠
い
普
か
ら
ま
つ
ら
れ
て
あ
ろ
岨
先
た
ち
の
釦
座

ま
し
ま
す
み
社
で
あ
る
。
孫
回
ご
な
し
に
民
族
の
血

の
涌
い
が
あ
る
の
も
こ
の
と
き
で
あ
る
。
▼
神
辺
も

ま
た
宗
教
の
一
つ
で
は
あ
る
が
’
i
l
’
i
＾
と
か
何
と
か

む
つ
か
レ
く
言
わ
な
く
て
も
、
古
代
か
ら
伝
わ
ろ
一
心

朴
な
回
仰
の
魂
の
灯
が
と
も
K
c
の
も
こ
の
時
で
あ
る

老
八
も
幼
な
子
も
、
学
生
、
生
徒
も
、
男
も
々
も
混

っ
て
1
拝
す
ろ
神
社
の
凧
景
は
、
最
も
純
潔
り
最
も

日
木
的
な
美
し
さ
で
あ
る
ｙ
思
う
。
？
先
き
頃
敦
賀

の
金
が
崎
神
宮
と
気
比
神
宮
か
訪
れ
た
a
；
き
、
特
に

金
が
閤
の
宮
の
荒
れ
て
い
る
の
に
驚
い
た
。
社
殿
の

ひ
さ
し
も
朽
ち
て
、
こ
の
ま
x
で
い
っ
た
ら
倒
壊
す

る
の
で
は
な
い
か
ｙ
さ
え
案
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
後

日
新
聞
で
こ
の
あ
り
さ
ま
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
再

建
運
激
に
ヤ
ー
不
に
か
る
市
民
の
健
在
な
る
を
知
つ
て

ホ
″
と
し
た
。
▼
気
比
神
宮
は
社
殿
や
あ
の
大
鳥
居

が
美
し
く
塗
り
代
え
ら
れ
た
直
後
だ
け
に
、
よ
け
い

に
前
記
の
み
社
の
哀
れ
さ
が
簡
感
さ
れ
た
わ
け
だ
が

し
か
し
Q
比
神
宮
と
て
、
そ
の
周
辺
が
ま
す
ま
す
狭

く
な
り
つ
つ
あ
る
の
に
一
驚
し
た
。
神
域
は
昔
の
ま

ま
に
広
く
あ
り
た
い
ふ
思
つ
。
▼
瞑
座
神
社
の
参
恣

の
杉
並
木
も
￥
分
な
く
な
っ
た
。
自
動
車
の
通
路
と

な
つ
て
樹
の
寿
命
が
尽
き
た
出
、
仝
く
な
げ
か
わ
し

い
。
新
し
い
苗
木
は
植
兄
ら
れ
た
に
し
て
も
昔
の
姿

ば
な
い
。
▼
そ
れ
に
し
て
も
今
日
な
お
人
人
に
う
け

つ
が
れ
て
い
る
初
詣
で
の
ゆ
か
し
さ
ま
で
は
失
い
た

く
な
い
も
の
だ
。
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